
飼料用乳咳薗（友田函末）のひなの発育  

効果佗翻する試験  

靖 定 率 連  名 倉 清 一   

活性乳畷滞（友田蘭兼）的斡責訪LJ剤のひ「まり発育勃矧てついて試放したっ  

試験方法  

1．耽試品の名称と成分  

飼料用友田闇宋1タ中忙，t．fa。。。Iisを108含朴トる。   

2．宥∈ 試 ご箆  

白色レク誉－／婿初生挺丘等100ニ河  

5．試験期間  

昭利45年d月17日から8月5日せて7況間   

4．試故区分   

区分羽数笠  給与飼料   備  

対照区  5u  一  市販完全配合賃料 4還今まではチックフートこ 4齢より中鑓配合  

試教区  5n O．5％ 同  上  同  上  

5．管或方法  

2遁令まで温故付バスケットブルーダーを使用し、2週令から4逆今まで廃温ケージを用い、  

4三竪令以竹中挽ケージを使用しその他の飼造管理は当場の傍注によって行なクた。  

d．訳査および判定  

（1）体蚤．開始時かよび喬期末忙個体別把拝受した。   

（2）飼料取乱 毎週束 区ごとに重け足した。  

試験繹果   

1．育成成紙  

背成成績姓舞一喪に示すとか少で試駅路ア時の7適合の偏成黎は対席区9る％試験区1D O  

％である。  

対照区の2羽の搾死はいずれも1過令以内の卵黄未消化にエる教死で、堰忙供試晶托よる差   

異とは認められをい。  
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第一・表  育 成 成 夏雲  

9d9ム   卵票未消化   

区  分  苛捻時羽盟  毎夜羽激  l縞了時宗叔 n 148  育 成 革   

肇死ひなの一望由  

100浄  

2．発育成誼   

発育成績は消ク表のと・かりで4謁合までは対照区が、5週令以後は試験区がわずか忙すぐれ   

た数値を示したが試昧終了の増体長について平均値の検定の結果有意差は認められをい。   
第二烹ミ  発 育 成  

果二乗  発 育 成 駕  
（単位 1羽当わ タ）g  

10D   100   100   100   匡；2適末   n 5週末  4週末  ≡5週末  d週末  7週末  増俸塁  8  110．5  芦1d8・7  2472  552．d   41∈i．0   49U．4  d5‘．0   ］烹  1ロD  100        5   1dス占  2J；5．8  555．d  恒0・1  501．4  4dム9  2  声薗  亡十＋十  9鼠4  108．5  l用D・5  102．2  1D2・4ぎ   
区分  

対照区    閑婚蒔  1三塁末；2適末   n 口           体盛 指数  54．5  占ま8  110．5    100  18t】  ］烹  口    体竃  
54．5    d5，5   口  

指数  

5．飼料横取蔑と飼杵襲来寄   

倒料摂取毘は鰐5表のとお少4週令までは対照区に此空して試験区がやゝ多く5週令以後は   

対照区の万が若干多く飼料魯摂取した。  

7週今の試験終了時甘での飼料j策敬意はほとんど何程既で，飼料費求率は対照区2．95d、   

試験区2．8d8で試験区がすぐれた成撒を示した。  

第三表  飼料較取立と飼料毅求率  
（単位1羽当カ タ）  

区 分    jl週 圭45・9  T 2過  l5週  4週  5退妻古文頚 ト肘     対照区  摂取飴   7鼠9  15R9  172．7  24父9  5（〕8．5   招．叡  10D  10【l  100  100  100  100」ど  試験区  ＝■ 三  51．2  82．5  14る．2  188．0  25る．5  垂空   指 数  11d．7  105．5  104．5  108J  94．5  9ム8  9   
－†d9・－   



4．雛の状態  

試験胸観軋対照区．試政区ともひなの活力、米債表ど外観上の状態佐は差異は認められな  

いd   

要約および考察   

初生餌を餌付よ少7週間、活性乳酸蘭（友田帝末）飼料添加剤（1g中st．faecalis  

lO8含有〉を市販完全配合飼料（4週令まてチ，ク7一仁 5週令よ舛コ難配合）把0．5％添加   

して成長魂験を存念っこ結果は次のとお♪である。   

t 育成薮蛇試験区1009ら、対照区9d％て亙ったが対照区の禦死は1過令以内の卵嚢未消化  

Kエる鞄死であるので両区の問に差選ば認められない。   

2．発習成緻は試験区は対照区に比較して4週令までわずか払．おとる激憤な示し5週今後はや  

ゝ、雇さる数値を示したが，7還令の試験終了時の増俸屋平均値は両区の問に有意差は認めら   

九左い。   

5∴痴料取恵は試ぬは左通合せでやゝ多く摂取」■5週令以翫由照転が多く摂取した声域一   

類期間中あ摂取急は両区とも経とんと同量であった。  

飼料要求率は対由区2．95占、試験区2，8‘3で試験区がやゝ十ぐれた成紐を示した。   

4．顔の活力、糞便その他両区の問に差異を認めない。  

以上のことから供試品を幼俳句料および中鵜飼料匠8．5笹添加することに上少4週合せでは発   

育．飼料要求率とも対照区よ♪わずかではあるが劣り、5週令以後発育、‥飼料費求率ともにまさ   

る偲向を示したが7過今では宿意差は認められなかゥた。本試顔ては供試ひ夜飼養の都合上7通   

名で試験を藤了した丸をお供試晶を継続給与した場合の効果．幼令時（4適合せで）穀与の良   

否など追試の必要がある。  
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